ソウゴウトウギ by unknown
『社会科学ジャーナル』 43(1999〕




































































































































































































































































年に国際法人類学会というものが作られました。これは InternationalUnion of 
Anthropological and Ethnological Sciencesつまり国際人類学民族学連合の中には部
会があって、コミッションといっておりますが、そのコミッションの っとし
て、 Commissionon Folk Law and Legal Pluralismが認められました。これに法律
学者も参加して各国の固有法の実体の研究を始めたんですね。それ以来、世界
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各国の固有法の実体、部族法とか宗教法とかあるいは地方法とか親族法とか、
そういうようなものの実際の調査報告がどんどん出されております。けれども、
実はこのグループ、私も入っているのですが、そのような固有法の実体を観察
するのに追われてしまい、そこで今度国家法がそれらにどのように関係してる
かとか、どういう国家法があるからその固有法がこうなっているんだとか、国
家法との聞に実際にある調和関係あるいは対立関係までまだ目が届かない。し
たがって、これからはその両者の関係を見定めるということが、問題だと夜、は
思っております。
近藤パネルの方にはまだ御意見あるかと患いますが、ちょっと後にしまして、
いくつか質問がフロアから出ましたので、それを取り上げたいと思います。ま
ずスリヤニ先生にです。今回のインドネシアの政変に伴いまして、暴動略奪が
起きた際に華人がパリ島に、ずっと逃げているというか、退避してきているこ
とがあるのではないか、かなりパリ島には華人の人口が増えている、そのよう
な状況で、このパリ島の文化、あるいはもっと広く言えば、インドネシアにお
ける華人の問題等ありますが、そのような点について、スリヤニ先生の見解を
お伺いしたいと、こういう主旨だと思います。
スリヤニ 質問をされた方は新聞をなどを通して、華人がインドネシア人に殺
されていて、華人にとってインドネシアが安全でなくなっているという情報を
知られたのだと思いますが、この問題を考えるにはこの状況の背景を知る必要
があります。かつての植民地時代に華人はセカンドクラスに位置付けられてい
ました。 7アーストクラスはヨーロツノミ人、そしてわたしたちインドネシア人
は最下層でした。この影響がスハルト時代まで残り、華人は優遇されてきまし
た。経済に至つては華人によって牛耳られ、依存する状況が続いてきました。
しかし、華人は独自の生活スタイルを固持しているという現実があります。彼
らはインドネシアに住んではいますが、インドネシアを自分たちの固とは恩っ
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ていないのです。周りと融合することをせず、自分たちが一番だと思い込んで
いる節があります。しかし、パリに住む華人は違っています。彼らは土地の人
とともに生き、パリを「ふる里jであると感じています。パリの人に溶け込ん
でおり、パリの寺の中には中図式の寺があるところもあります。寛容をもって
お互いを受け入れているのです。また、華人の文化がパリの人に影響を与えて
おり、その例としてはハリの人による華人の貨幣などの使用が挙げられます。
ノてリでは華人との共生が可能になっているのです。経済危機の混乱の中でもパ
リの華人は安全に生活していることが分かつたとき、多くの島外の華人が安全
を求めてハリに住むことを希望しました。しかし、これらの人達は、バリに住
む華人とは異なり、自己の身の安全のみを考え、この固でよい市民になるには
どうすればよいかということは念頭にないのです。今回の報道は一見インドネ
シア人が華人を差別しているように受け取られがちですが、実際はスハルト大
統領が華人を特別扱いし、経済的な寡占を許した結果、華人がお金を持ってい
れば何でもできると思い込んでしまったこと、そして華人とインドネシア人と
の聞に大きな講ができてきてしまったという背景があったことを忘れてはなら
ないと思います。このような背景があったからこそ、今回の経済危機により怒
りが爆発した人々は、経済危機の原因は華人にあると感じたのです。新聞では
多くの華人が身の安全を守るためという理由から、彼等のお金を中国やその他
の国に送金し、国外に避難したと報じられました。しかし、もし彼らがインド
ネシアを自分たちの固と感じていたのなら、このような事態にはならなかった
のではないでしょうか。インドネシア人をここまで怒らせることはなかったで
しょう。危機が生じると国外へ去るという華人に対しては、さらに怒りを募ら
せました。しかし、貧しい華人そしてインドネシアを自分の固と感じている華
人はこのような問題とは無縁なのです。ですから、みなさんにはなぜ今回の暴
動で華人の殺害などが起きてしまったのか、その背景を理解してほしいと思い
ます。ありカすとうございました。
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近藤 それではもういくつか、 7口7からの質問を伝えたいと思います。質問
のお相手は、スリヤニ先生、青柳先生、ワシレウスキー先生となっております。
つまりパリ文化、マオリ文化というのは、大変に魅力的なものであるし、今後
の世界にそのような文化が、多神教寛容文化というような特徴を持っそうした
文化が生き残る、残っていくべきだろうと考えるわけですが、そのような文化、
一見やはりfragileといいますか、大変にひ弱いものである。したがってグローパ
ライゼーションの波によってくるような、文化あるいは文明というものによっ
て滅ぼされる、そういう危険があるんじゃないか。とのようにそうしたパリあ
るいはマオリの文化というのを保持していくことができるんだろうか、実際そ
ういうことが可能なのかという御質問です。青柳先生、いかがですか。マオリ
あるいはパリ両方です。そうした少数文化といいますか、それをいかに守って
いくかという、どうしたらいいのでしょうか。
青柳 オーストラリアのアポリジニーにしましでも、ニュージーランドのマオ
リにしましでも、最初のヨーロツパ人の政府の考えでは、できるだけ彼等をヨ
ーロッパ人に近いものにしていこうと、考えていたと思います。ニュージーラ
ンドは特に、マオリとそれからヨーロツパ人の関係が良い社会だという、人種
民族関係のお手本のような固として、長い間紹介されてきたと思います。私が
初めてニュージーランドに行ったのは1962年だったのですけれども、その時は
マオリとヨーロツパ人の関係というものはほとんど表にで出てきませんでした。
それがやはり、マオリが自分達の権利を主張し始めたというのは、 1960年代の
世界的な風潮の中で、自分達の復権運動を始めた、ということで、 1970年代に
なってから、土地請求を始めたり、色々な形でマオリの文化というものを保持
しようとし始めたわけです。ただマオリの全ての文化を保持することは難しい
と思うんですね。普の食生活を維持したり、昔の住生活を維持したり、という
全てのマオリの文化を維持するということは、不可能だと思います。自分達が
持っていた昔の文化の中で、どれに重点を置こうか、ということは彼等が番
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良く知っていると思うのですが、そういう中で、これがマオリ的なものだ、と
彼等が考えたものを残していこうというように現在努力している、と思います
し、それから政府の方針も、それを後押ししようとしていると思います。 7オ
リ語に関しましでも、小さい子供の時から、もし望むならば、マオリ語だけで
教育するような幼稚園というものを、マオリの村に作っておりますので、それ
は、逆に、今の方がはっきり目に見える形でマオリ文化を残そうとしている、
努力が行われている、と思います。
近藤 スリヤニ先生へのフロアからの質問は、パリの文化がより大きな影響力
をもっ文化、たぶん欧米文化によって滅ぼされるのではないかという懸念、あ
るいは怖れをもたれているかということでした。お願いします。
スリヤニ 私はパリの文化の行く末に対して重大な懸念を抱いています。大変
多くの人がパリを訪れ、滞在するのですが、自分の固として生活するのでもな
く、パリの文化を理解しようとするのでもない人がほとんどです。今日このシ
ンポジウムで多くの民族紛争、地域紛争が世界中で起こっていることが話し合
われましたが、私はその原因は人々がお互いを尊重していないことにあると思
います。自分たちがベストだと信じ他の人たちの良さを認めようとしないなら、
私たちはこれらの問題を解決することはできないでしょう。しかし、パリの文
化をこれからも保っていくためには、私たちがハランスのとれた調和を大切に
していかなくてはなりません。多くの異文化や人々などによる影響は確かに大
きいけれど、私は人々が力を合わせることで文化を守ることができると考えて
います。しかし、先程お話しの中で触れましたように、現実的にパリには政治
的に文化を守ることのできる政治的権力はなく、ジャカJレタの中央政府によっ
て治められています。よそから多くの人がやってきてホテルや家などを建てる
のです。しかし、パリの人が望んでいるのはたくさんのホテルができることで
はなく、環境を守っていくことなのです。もし、人々が私たちのパリ文化を学
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び、触れることを目的にハリへ来るのであれば、私たちは歓迎します。しかし、
ビジネスが目的であるのなら、どうぞ来ないでください。ビジネスはパリのす
べてのものを取り去り、私たちの文化を破壊するのです。次に、パリの，dこと
って「土地」がいかに大切なものかについてお話しします。パリはとても小さ
な島であるにもかかわらず、多くの人々が競って買おうとしています。もし、
パリの人がパリの土地を手放さなければならないとしたら、どうやって私たち
はその環境を守れるというのでしょうか。パリにはすでにたくさんのホテルや
ゴルフコースが作られ、多くの観光客がただ単に泳くことやゴルフをすること
を目的にパリを訪れます。このことに対して私はいつもパリの人や島外の人に
言っています。もし、ノミリの文化を尊重し、守りたいという気持ちがあるのな
ら、水泳やゴルフをするためだけにパリに来ることはやめてほしいと。なぜな
ら水は私たちにとってとても貴重な資源であるにもかかわらず、すべてのホテ
ルはプールや水洗トイレに水を大量に使います。トイレは 固に約20リットル
位の水を必要とします。これらはパリの人にとって大きな問題となっています。
また、もしこのような状況が続けば、パリの宗教を尊重しない他宗教がパリの
人々を改宗させようとするのではないかと思われます。その時には、私たちは
パリの文化を守ることができないかもしれない、または数日前のように闘うた
め立ち上がるかもしれません。私たちはもし他の宗教勢力が私たちの宗教を踏
みにじろうとするなら闘う用意はできています。文化や宗教などを侵害するも
のに対しては命をかけて闘うのが私たちの特徴といえます。インドネシア政府
や今日ここにお集りの皆さんでパリに行ってみたいと思われている方々が、パ
リの文化を守ることに協力してくれるよう希望します。ショッピングのために
ノてリを訪れるのは止めてください。それはパリの文化を破壊するだけです。で
も、もしパリの文化に触れ、学び、パリの文化を守りたいと希望されるのでし
たら是非し、らしてください。ありがとうございました。
近藤 デイスカツションも色々進みました。パネルの方で、このデイスカッシ
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ヨンをふまえて発言をなさりたい方はどうぞ。一人3分ということでぜひやっ
ていただきたいのですがいかがでしょうか。ではまず青柳先生どうぞ。
青柳 いただいた御質問ですが、ワイタンギ審判所の作業というようなものは
今後も継続していきます。それは私はとてもいいことだと思います。しかし、
やはりそれに対してヨーロッパ人側の反応というのは、全て好意的なものばか
りではありません。だからマオリが声を大きくすればするほど、ヨーロッパ人
は、もうごめんだ、毎日毎日そのようなものが新聞にでている、という感情は
持つんですね。今日ここに持ってきた『滑稽なワイタンギ』という本、その続
編『滑稽に次ぐ滑稽』、これらは、すべてワイタンギ条約を茶化したものなんで
す。これはベストセラーになりまして、本屋さんの所で積み上げられて売って
いました。ですからヨーロッパ人側から見まして、決して全ての，J宮、マオリ
がこのような形で復権して良かったなあと思っているわけではありません。こ
れはある意味でいうとたしかに難しい、両者の聞に模を打ち込んでいるという
面もなくはない、ということです。大変難しいことなのですが、でもやはり弱
者か強者かといえば、弱者に肩入れをするというのが政治の姿勢ではないかと
思いますので、ニュージーランド政府のやっていることを、私は正しいと思っ
ています。
近藤成田先生どうぞ。
成田 あの、まだ私一言も言っておりませんので、ちょっとここで一言。コメ
ンテーターの方からいくつか質問があったと思うのですが、特にワシレウスキ
ーさんから、とにかく教育の問題、パプアニューギニアに関して教育のアクセ
スがないから、また民族紛争に向っていくのではないかというニュアンスで話
をされたと思います。ということは逆に、教育を与えれば問題は解決するので
はないかということですね。しかし、教育が全てではないのではないか。むし
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ろ教育を与えることによって、むしろ落ちこぼれが生まれたり、その結果、ジ
ェネレーションギャップで苦しんでいる固というのは非常にたくさんあるわけ
です。パプアニューギニアも特にそうです。むしろパプアニューギニアの状況
というのは年々悪くなりまして、首都ポートモレスピーでは、夜間歩けない。
夜間歩いているのは娼婦か泥棒だけという状況です。最近はエイズの問題も出
てくる。沢山の教育の機会が与えられているのにも関わらず、状況はむしろ悪
化している。村の方でも、教育は受けることが出来たけれども、とにかくそれ
以上職がないからというので村に帰ってきでぶらぶらして、既存の伝統に不満
だけを持つ若者が増えている。そうして人々のジェネレーションギャップがど
んどん開いていって、私たち人類学者でも、いわゆるボディーガードを雇わな
いと、調査に入れないというような治安の悪い状況になってきている。ですか
ら教育を考えていく時には、二面考えていかなくてはいけない、特に悪い面も
考えなくてはいけない。ですから対処として、例えば開発援助の場合でも、大
人に対する教育、それから伝統的文化に対する見直しの教育みたいなものを考
えた方策ですね、これが一応求められているということだと思います。それか
らもう一点は、富永先生からアイデンテイティーの問題を指摘されておりまし
た。非常に難しい問題だと思います。パプアニューギニアの場合では、うまく
あてはまらないと思うんですけども、私自身が今日の発表のなかで申し上げた
かったのは、例えばフランシス・オナといういわゆる首謀者がそうした紛争を
始めた時に、彼は自分の父方のおじさんを殺して、紛争を始めた。こういう紛
争が始まったきっかけというのは、これは私闘であるかもしれない。パプアニ
ューギニアの場合はこういうように、たとえ親族同士でも戦う場合があり、民
族紛争というよりも部族紛争という特徴がありまして、そのような問題の背景
（部族の論理）を理解していかない限り、紛争の問題を正確に理解できないので
はないかということを申し上げたかったわけです。そういった意味では、私の
紛争研究の中で彼等のアイデンテイティーが絶対的に変わったということを言
うことはできません。むしろローカルアイデンテイティーをも含む民族7イデ
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ンテイティーが、時代の中で劇的に変わり、そして彼等の民族運動の仕方の中
にそういったものが劇的にでてくるというのは、例えば青柳先生がおっしゃい
ましたニュージーランドのマオリとか、オーストラリアのアボリジニーの例だ
と思います。 1990年代の初めに、アポリジニー問題省といった従来の政府機関
というものが廃止になったんですね。代わりに、アボリジニー主導の新しい政
治形態がでできて、そしてグローパリズムの展開の中で、いわゆる彼等アポリ
ジニ 中心の、先住民達の立場を意識した形で、明らかに民族運動の仕方が劇
的に変化してきた兆候があると思います。具体的状況については先ほど青柳先
生がおっしゃいましたので、私は先住民の民族運動に民族アイデンテイテイの
大きな変化が関係していたことを指摘するだけにさせていただきたいと思いま
す。
近藤 どうもありがとうございました。時間も参りましたが、最後に一つ質問
が出ましたので、これで締めくくりたいと思いますが、ワシレウスキー先生、
質問にお答えいただけますかワお願いします。
ワシレウスキー この質問はインドネシアにいる華人について書かれています
が、質問された方は先程のスリヤニ先生のお話しに同意されていて、ある一部
の華人、特に巨大複合企業等に関わる華人達が特権を得ているが、その他のも
っと一般的な社会ではこの二つのグループがうまく共存してきていたというこ
とを書かれています。また、ここでは信頼関係の重要性、異なるグループの
人々の問の信頼の醸成が問題になっているのではないか、とおっしゃっていま
す。このことに対する私の見解はとても簡潔です。私もこの意見にまったく賛
成です。しかし、信頼関係をいかに育てるかという点、特に文化や民族が異な
るグループ問で双方に血が流された過去を持つ場合、信頼関係をいかに再構築
するか、という点に人間のもつ創造性を活かしていくという余地があると思い
ます。もう一つ、短くコメントをさせてください。わたしは共同体の脆弱性と
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いうのは神話であるということを提示したいと思います。ニューメキシコにあ
る私の家の近くに、ジアと呼ばれるプエブロ族のインデイアンのグループが住
んでいます。スベイン人が新大陸に来たときには15,0CD人のジア、プエブロ族が
確認されていましたが、前世紀の終りには98人まで減少しました。これらのグ
Jレープの人々は地球上から消えるだろうということが、言語学、心理学、社会
学、その他あらゆる専門家の聞で一致して言われた意見でした。しかし、その
予想に反して、今でも彼らは固有の言語や文化、世界観をほとんど保持し続け
ています。私たちは、文化とは絶えず変化するものである、ということを常に
肝に命じなければなりません。現在ジア、プエプロ族は800人を数え、アメリカ
の他のインデイアンの部族と同じように依然急速に増加しています。このこと
を考えるときに忘れてならないことは、過去200年の問アメリカ連邦政府のイン
デイアンに対する政策は、インデイアンはやがて死に絶えるか、または明らか
に「上級Jの文明社会の主流の人々に同化され、「次世代」にはすべてのインデ
イアンは消えるだろうという仮説に基ついていたという事実です。しかし、実
際はそうではありませんでした。ですから、今の状況というのはお互いに行き
詰まった状態にあるのだと思います。今、私たちに求められていることは、お
互いの調和が可能になるようなシステムを作るため人間の持つ創造性を発揮し
ていくことです。そして先程スリヤニ先生が事例の宝庫から、少なくともその
一つの例を示してくださったと思います。私たちが探そうとするなら、そのよ
うな事例は確かに存在するのです。
近藤非常に短くお願いします。
大串 非常に短く、一つだけ、私はインドネシアの専門家ではありませんけれ
ども、インドネシアの場合に、経済的には華人が豊かであり、かっその一部の
人は、スハルト大統領の権力に非常に癒着していたわけですけれども、華人は
政治的には全体として支配的立場にないわけですね。華人はスハルト体制にと
132 
って都合の良い存在だったわけでありまして、何か民衆の不満があった時に、
その不満が経済的に目立つ 般の華人に向けて暴発するということは、スハル
ト体制にとっての安全弁になっていたわけです。そしてスハルト体制もそれを
利用していた、そういう政治的な面もあったわけです。ですから、単純に華人
が高慢でインドネシアに溶け込もうとしなかったから迫害されるという問題で
はなくて、そういう政治的なファクターも考慮する必要があるだろうと思いま
す。付け加えて言いますと、仮に華人が高慢でインドネシアに溶け込もうとし
なかったとしても、華人に対する殺人やレイプを正当化する理由にはなりませ
んし、そのようなことが起こったときに命と財産を守るために国外に避難する
のは当然の行動だと思います。
近藤最後に千葉先生から一言コメントお願いします。
千葉 はい、午後には 6カ国からの実態調査報告がありました。これらは実は、
それぞれの国における多元的法体制の実態を生々しく述べるものにほかなりま
せん。つまり多元的法体制とは、そのようなものであるというように御理解い
ただければ、私としては、このシンポジウム、万々歳だと思っております。
近藤 ありがとうございました。時間もちょうど定刻を、ちょっと 2、3分過
ぎたかも知れませんが、無事に時間内に終わって、私としてもほっとしており
ます。パネリストの皆様、どうもありがどうございました。拍手をお願いしま
す。フロアからはまだまだご質問あると思いますが、なかなか時間の都合でう
まくいかないので、御勘弁願いたいと思います。尚、一言いいますと、今日の
通訳は皆Ic Uの学生です。未熟な点もあったとは思いますが、その努力を評価
してやって下さると有難いと思います。それでは総合討議、ここで終わりたい
と思います。どうも御協力ありがとうございました。
